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研究成果の概要（和文）：本研究では、顔が関わる視聴覚統合であるマガーク効果を用いて、自閉症傾向との関
連から、観察者側の認知様式の多様性とその背景となる神経基盤を検討した。本研究の一連の検討により、自閉
症傾向に関連するマガーク効果の個人差は錯覚の生起に関与する脳領域（左上側頭溝など）の活動量の違いがあ
ること、視覚的な顔処理ではなく統合過程に起因すること、また、その個人差は統合における各感覚情報の重み
付けのばらつきにより生じるが、状況限定的である可能性が示唆された。これにより、顔が関わる視聴覚統合の
多様性のメカニズムの一端を明らかにできたと考える。

研究成果の概要（英文）：This project examined the factors contributing to individual differences in 
the McGurk effect in relation to autistic traits, specifically focusing on the influence of 
observers' cognitive styles and their neural basis. A series of experiments revealed the following 
insights. First, individual differences in the McGurk effect were associated with variations in 
brain activity, such as the left superior temporal sulcus, during observing the McGurk stimuli. 
Second, the individual differences in the McGurk effect were not attributed to visual face 
processing. Third, these individual differences were attributed to variations in the weighting of 
sensory information during the integration process. However, these differences may be 
situation-dependent. Overall, our findings provide valuable insights into understanding the 
underlying mechanisms of diversity in audiovisual speech integration.

研究分野： 認知心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
マガーク効果の研究は、1976年にMcGurk & MacDonaldによる報告から40年以上経つ現在も、年間100報以上の論
文が出されており、認知科学、心理学、音声工学、脳科学、精神病理学など様々な領域から注目を集めるテーマ
である。ヒトの音声知覚の特性を反映する錯覚のため、その生起メカニズムの解明はヒトがどのように顔と音声
を統合するのか、そのメカニズムの理解に寄与できる。さらに、本研究は、自閉スペクトラムとの関連からマガ
ーク効果の個人差を解明しようという試みであり、その成果により、知覚的側面から、自閉スペクトラムを持つ
人の対人コミュニケーション困難性の理解に貢献できる可能性があるといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
ヒトの知覚では、視覚と聴覚からの情報を統合することで、情報が効率的に処理される場面が

多くある。一方で、情報を統合する際、各感覚情報の重み付けは、観察者側の認知様式によりば
らつきが生じる。本研究では、顔が関わる視聴覚統合であるマガーク効果を用いて、自閉症傾向
との関連から、観察者側の認知様式の多様性とその背景となる神経基盤を検討した。 
マガーク効果（McGurk & MacDonald, 1976）は音声と口の動きが異なる場合に別の音声として

知覚が生じる錯覚であり（図１）、音声言語の視聴覚統合の指標として利用されている（Tiippana, 
2014）。マガーク効果の多様性ではこれまで、東アジア文化圏の日本や中国の成人では、欧米文
化圏の成人（アメリカ人）と比べ、マガーク効果の生起が弱く、その背景として、母音・子音の
数といった言語間の音韻構造の違いが想定されてきた（e.g. Sekiyama & Burnham, 2008; Sekiyama, 
1997）。しかし、これらの先行研究は、サンプル数の
少なさや効果量の低さなどの問題点が指摘されてお
り、近年の大規模サンプルによる実験では、マガーク
効果の文化差はあまりみられないことも報告されて
いる（Magnotti et al., 2015）。近年では、従来の環境要
因ではなく、観察者側の要因により、マガーク効果の
個人差を説明する試みが増え続けている。これまで
の先行研究では ASD 児・成人では定型発達者と比べ
てマガーク効果が弱く、このような発話知覚の特異
性がコミュニケーション障害に繋がる可能性を示唆
している（e.g., Zhang et al., 2019）。また、障害スペク
トラムの観点から、定型発達者でも検討が行われて
おり、自閉症傾向とマガーク効果の個人差が関連す
ることが明らかになっている（e.g. Ujiie et al., 2018）。 
一方で、自閉症傾向とマガーク効果の関連の背景にある、観察者の認知様式や神経基盤はあま

り明らかとなっていない。近年の認知科学研究から、顔が関わる情報処理の多様性の背景には、
顔を見る際の視線パタンの違いといった、明確な認知様式の違いがあることが知られている（e.g., 
Blais et al., 2004）。顔が関わる視聴覚統合であるマガーク効果においても、発話映像観察時の口
元への注視率が高いほど、音声と口の動きの統合が強まり、マガーク効果の生起が高くなること
が示されている（Gurler et al., 2015）。他方、fMRI 研究では、左上側頭溝（STS）の働きがマガー
ク効果の生起に重要であり（e.g., Beauchamp et al., 2004; Calvert et al., 2001）、音声と口の動きの統
合が強まるほど、左上側頭溝の活動が増加することが示されている（Nath & Beauchamp, 2012; 
Nath et al., 2011）。本研究では、これらの先行研究をもとに、自閉症傾向とマガーク効果の関連性
の背景にある、認知様式と神経基盤を検討することを試みた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、顔が関わる視聴覚統合であるマガーク効果と観察者の個人特性（自閉症傾向）と

の関連性から、マガーク効果の多様性の背景として想定される、観察者の認知様式とその神経基
盤を明らかにすることを目的とした。これを検討するため、日本人の成人を対象に、行動実験、
脳機能計測、オンライン調査といった多様なアプローチを用いて検討を行った。 
研究１では、自閉症傾向に関連するマガーク効果の個人差の神経基盤を検討するため、脳機能

計測（fMRI）の手法を用いてマガーク課題遂行中の脳活動を測定し、錯覚の生起に関与する脳領
域（左上側頭溝など）の活動量と自閉症傾向との関連を検討した。研究２では、マガーク効果の
個人差における観察者側の認知様式の影響を検討するため、視覚・聴覚情報の明瞭度操作による
錯覚の個人差の変動や、刺激観察時の観察者の注視パタンの影響について調べた。研究３では、
個人特性としての自閉症傾向に焦点を当て、対人コミュニケーションの困難性の背景に主観的
な感覚処理の困難性が関与するかについて検討を行った。 
 
３．研究の方法 
 研究１では、脳機能計測（fMRI）の手法を用いて、自
閉症傾向の高低によるマガーク効果の個人差に、錯覚
の生起に関与する脳領域（左上側頭溝など）の活動量の
違いが関与するかを検討した。実験では、日本人の大学
生 33 名を対象に、fMRI を用いて、マガーク課題遂行
中の脳活動を測定した。実験刺激は、日本人の男女各 2
名の発話映像（音素は/pa/,/ta/,/ka/の 3 種類）を用いて、
音声と口の動きが一致した Match 刺激（例．音声/pa/, 映
像/pa/）と、音声と口の動きが異なりマガーク効果が生
じる McGurk 刺激（音声/pa/, 映像/ka/）を作成した。fMRI
スキャンは、ブロックデザインとし、Match 刺激と
McGurk 刺激を含んだテストブロック（40 秒）と、ベー

図 1 McGurk 効果 

図 2 脳活動計測の刺激呈示方法 



スライン（10 秒）を交互に呈示した（図 2）。また、観察者の個人特性として自閉症傾向を測定
し、マガーク刺激観察中の左上側頭溝領域の活動量との関連を検討した。 
研究２では、マガーク効果の個人差における観察者側の認知様式の影響を検討するため、視

覚・聴覚情報の明瞭度操作による錯覚の個人差の変動（研究 2-1、2-2）と、刺激観察時の観察者
の注視パタンの影響（研究 2-3）について調べた。研究 2-1 ではノイズ付加による音声明瞭度を
操作し、自閉症傾向とマガーク効果との関連が聴取環境により変動するかを検討した。参加者と
して、自閉症傾向を測定する AQ 日本語版を用いて、大学生 471 名を対象にスクリーニング調査
を実施し、AQ 高群と平均群を抽出した（各 13 名）。実験では、各群の被験者を対象に、音声ノ
イズレベルを操作したマガーク刺激（音声/pa/, 映像/ka/、話者は日本人の男女各 2 名）を呈示し、
それぞれに対するマガーク効果の強さを測定して、群間での比較を行った。研究 2-2 では、Rubin
の壺型発話刺激を用いて、顔の構造的情報を劣化させた場合での自閉症傾向とマガーク効果と
の関連を検討した。刺激として、日本人の男女各 1 名の発話場面（音素は apa, ata, aka）の横顔
を撮影し、Adobe premire により Rubin の壺型の発話シルエット刺激を作成した。これを用いて
大学生 30 名を対象に、発話認識課題と AQ 日本語版を実施し、マガーク効果と自閉症傾向との
関連を検討した。また、研究 2-3 では、大学生を対象に、マガーク課題を遂行中の視線パタンを、
アイトラッカーを用いて測定し、また、観察者の個人特性として自閉症傾向を測定して、錯覚生
起との関連性の検討を進めた。 
研究３では、自閉症傾向に関連した対人コミュニケーションの困難性の背景に主観的な感覚

処理の困難性が関与するかを検討するため、オンライン調査を実施した。20 代から 40 代の日本
人の成人男女 600 名（男女比１：１、各年代 200 名）に、AQ 日本語版、ASD に関連する感覚過
敏・鈍麻の経験頻度の測定にグラスゴー感覚尺度（以下 GSQ）を、日常場面での社会的接触の
回避や嫌悪の程度の測定に社会的接触質問紙（以下 STQ）をそれぞれ用いて測定を実施した。 
 
４．研究成果 
 研究１の結果、マガーク効果と自閉症傾向との関連の
背景に、錯覚の生起に関与する脳領域（左上側頭溝など）
の活動量の違いがあることが示された。分析では、日本
人の大学生 33 名を対象に実施した fMRI 計測のデータ
のうち、測定中の大きな体動や実施中断などのあったも
のを除き、25 名を有効データとして分析に用いた。参加
者全体の平均の結果、先行研究（Nath & Beauchamp, 2012; 
Nath et al., 2011）と同様に、マガーク刺激観察中に左上
側頭溝（STS）領域が有意に活動することが示された。
また、自閉症傾向との関連を検討した結果、マガーク刺
激観察中の左上側頭溝領域の活動量と AQ 得点に負の
相関があり（r = -.42）、自閉症傾向が高い参加者では、
低い参加者と比べ、錯覚の生起に関与する脳領域の活動
量が低いことが示された（図 3）。 
研究２の結果では、自閉症傾向とマガーク効果の関連は、視覚情報の明瞭度により変化はしな

いが（研究 2-2 の結果）、聴覚情報の明瞭度により関連性が変動することが示された（研究 2-1 の
結果）。研究 2-1 では、音声ノイズレベルの操作により聴取環境を変化させマガーク効果の生起
率と自閉症傾向との関連（AQ 高群と平均群の群間差）を検討した。その結果、AQ 高群と平均
群の間のマガーク効果の生起量の違いは、音声明瞭度が高い場合にのみ顕著になることが示さ
れた。研究 2-2 では、Rubin の壺型発話刺激を用いて、顔の構造的情報を劣化させた場合での自
閉症傾向と視覚的発話の影響との関連を検討した。その結果、顔の構造的情報を劣化させた場合
でも、自閉症傾向が高い人は低い人と比べ McGurk 効果の錯覚量が少ないことが示された。研究
2-3 のマガーク課題を遂行中の視線パタンと自閉症傾向との関連については、コロナ渦の行動制
限等も影響し当初計画のデータ数（約 50 名）には満たなかったものの、現在は 40 名（無効デー
タ含む）のデータを測定済みであり、本研究期間後も当初予定数までデータ取得を行い、検討を
進めていく。 
研究３の結果では、対人コミュニケーションの困難さの背景に主観的な感覚処理の困難性が

関与することが示唆された。日本人の成人 600 名を対象に、自閉症傾向（AQ）、主観的な感覚処
理の困難性（GSQ）、日常場面での社会的接触の回避（STQ）を測定し、尺度得点間の関連性を
検討した結果、AQ と STQ に有意な正の相関がみられ(ρ = .23, p < .001)、ASD 傾向が高い人では、
社会的接触を回避する傾向があることが示された。また、感覚処理の困難性との関連では、STQ
と感覚過敏性の間に有意な正の相関(ρ = -.41, p < .001)、感覚鈍麻性との間に有意な負の相関がみ
られた(ρ = − .03, p = .42)。これらの結果、社会的接触への回避の傾向は、ASD に関連する感覚過
敏性の高さと関連することが示され、感覚過敏がある場合、他者との身体接触が不快な感情を伴
う経験として認識されるため、社会的接触の場面を避ける傾向を示唆している。 
 本研究の一連の検討により、自閉症傾向に関連するマガーク効果の個人差は、視覚的な顔処理
ではなく統合過程に起因すること、また、その個人差は統合における各感覚情報の重み付けのば
らつきにより生じるが、状況限定的である可能性が示唆された。これにより、顔が関わる視聴覚
統合の多様性のメカニズムの一端を明らかにできたと考える。 

図 3左 STS の活動と AQとの関連 
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